
4 年度実績に関する施策・基本事業評価表 （兼 主要な施策の成果報告書補足資料）

単位

本 16 (14) 17 (14)

本 7 (5) 8 (5)

本 7 (7) 7 (7)

本 2 (2) 2 (2)

本

千円

千円

千円

千円

千円

人

時間

千円

千円

円

人

主管課名 地域協働課

関係課名 企画政策課、総務課、市民課

１０年後の
目指す姿

　市民が主役となったまちづくりが進められています。

令和

まちづくり目標 ともにつくるまち 政策名 市民が主人公のまちづくり

施 策 № 1 施 策 名 市民参画・協働の推進

市　　民
・

事 業 所

・世代を問わず、お互い助け合い、地域の課題解決に主体的に取り組みます。
・自ら長所を活かせる地域活動への積極的な参加と男女共同参画の目的を理解し実践します。
・人権の大切さを理解し、平和な社会の一員となります。

目指す姿の実
現のための取組

(基本事業)

基本事業① 市民参画の環境づくり

基本事業② 市民協働活動・男女共同参画の推進

基本事業③

施策の現状
及び課題

現　　状
・多様化する地域のニーズを市民自らが解決できるよう地域のリーダーの育成支援に取り組んでいます。
・市内13地区の地域振興会を中心に協働体制の強靭化と地域の活性化に取り組んでいます。
・人権の尊重と、平和に対する意識向上に努めています。

課　　題

・市民一人一人が市政運営に参画する意識の高揚と広い分野への参加の促進に取り組むとともに、地域のリーダーの発掘、育成が求
められています。
・地域課題解決のため、地域振興会を中心とした地域づくりと、市民としての役割を自覚するとともに、あらゆる分野における男女共同
参画意識の啓発を行うことが必要です。
・市民が人権尊重の理念を正しく理解し、他人への思いやりの心を育むとともに、平和に対する意識を高める必要があります。

施策を進めるた
めの役割分担

行　　政
・市民が主役となって活躍できる環境を整えます。
・地域の課題解決に自ら取り組む各種団体の支援と、男女共同参画社会の実現を推進します。
・人権の尊重と恒久平和のため、人権擁護と非核・平和事業を推進します。

８年度実績

Ａ．本施策を構成する事務事業の数

基本事業①を構成する事務事業の数（うち自治事務数）

基本事業②を構成する事務事業の数（うち自治事務数）

基本事業③を構成する事務事業の数（うち自治事務数）

基本事業④を構成する事務事業の数（うち自治事務数）

Ｂ．事業費　（事務事業の事業費合計） 168,623 198,034

人権の尊重と非核・平和

基本事業④

施策の
トータルコスト

区　　分 ３年度実績 ４年度実績 ５年度実績 ６年度実績 ７年度実績

基本事業②を構成する事務事業の決算額小計 28,209 44,815

基本事業①を構成する事務事業の決算額小計 140,088 152,313

Ｄ．事務事業に要する年間総時間 12,100 12,070

Ｃ．施策に携わる正規職員数合計 32 44

基本事業④を構成する事務事業の決算額小計

基本事業③を構成する事務事業の決算額小計 326 906

効 率 性
指　　標

市民１人あたりにおける施策の
円 4,166 4,961

Ｆ．トータルコスト　（Ｂ＋Ｅ） 216,091 244,817

Ｅ．人件費　（Ｄ×１時間あたりの平均人件費） 47,468 46,783

Ⅰ．トータルコスト　（定義式　：　Ｆ／人口 ）

Ｈ．人件費　（定義式　：　Ｅ／人口 ）

　同　　上
円 5,339 6,133

Ｇ．事業費　（定義式　：　Ｂ／人口 ）

　同　　上
円 1,173 1,172

魚津市の人口（各年度12月末時点） 40,477 39,919
参　　考

１時間あたりの平均人件費 3,923 3,876
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基本事業名 ①市民参画の環境づくり

基本事業の目的（意図）
市民自治の一層の進展のために、市民・議会・行政がそれぞれの役割と責任を明確にし、市民が市政に意見を反映できる参画機会
の充実を図ります。

令和4年度における
主な事業内容（活動内容）

【市民参画・協働推進事業】
・うおづまちづくりふれあい講座として、「魚津市の防災対策」等の講座を49回開催し、920名が受講しました。
・市と地域振興会や社会福祉協議会と協働して、まちづくりフォーラムを開催し、約80名が参加し、富山大学山根拓教授の基調講演「自
治基本条例と持続可能な魚津」の聴講と「みんなで”うおづ”を創ろう」と題し６つのテーマにより、ワークショップを行い、地域課題解決に
向けた取組みや手法等を参加者相互で共有しました。
・13地区、社会福祉協議会、地域おこし協力隊の活動紹介のパネルを市内ショッピングセンター等（３か所）に掲示し、地域活性化の活
動を広く市民へ周知しました。
・魚津市自治基本条例の検証と見直しの検討を行うことを目的に、魚津市市民自治推進会議を４回、庁内検討会を２回開催しました。

【地域拠点施設整備事業】
・魚津市本江地域交流センターの建築主体工事、機械設備工事、電気設備工事を実施しました。
・（仮称）上野方複合施設の整備に向け地域や関係機関と協議を行いました。
・統合により閉校となった小学校跡地の利活用について、地域振興会と協議を行いました。

基 本 事 業 概 要 シ ー ト ①

施 策 № 1 施 策 名 市民参画・協働の推進

６年度
７年度

（中間目標値）
12年度
（目標値）

魚津市審議会等の委員のうち
公募委員の割合

％ 1.1 1.1
1.8 2.6 3.4

成果指標名 単位

実績値 目標値（上段）及び実績値（下段）

令和元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度

4.2 5.0
10.0

1.4 1.5

企画政策課

一般会計 住民自治推進事業 72,652,000 68,463,044 4,188,956 Ａ 地域協働課

１次評価結果

予算なし 企画政策課所管助成制度申請事務 0 0 0 -

基本事業を構成する事務事業の実績（○：評価対象事業（総合計画の主な事業など）　-：評価対象外事業）

№ 会計名 事務事業名
令和4年度

担当課
予算現額（円） 決 算 額（円） 予算残額（円）

地域協働課

一般会計 選挙管理委員会事務 488,000 170,632 317,368 - 総務課

一般会計 まちづくり交付金事業（地域特性事業） 57,298,000 55,385,464 1,912,536 Ａ

地域協働課

予算なし うおづまちづくりふれあい講座事業 0 0 0 Ａ 地域協働課

一般会計 上中島多目的交流センター管理事務 8,289,500 8,289,500 0 -

商工観光課

一般会計 国際交流推進事業(施策3①再掲) (296,000) (183,554) (112,446) Ａ 地域協働課

一般会計 コンベンション開催事業(施策3①再掲) (3,500,000) (650,000) (2,850,000) Ｂ

総務課

一般会計 参議院議員通常選挙執行事務 18,788,000 15,557,538 3,230,462 - 総務課

一般会計 富山県議会議員選挙執行事務 5,590,000 4,446,688 1,143,312 -

0

0

地域協働課

一般会計 公民館施設整備事業（施策14①再掲） (607,703,000) (292,679,273) (315,023,727) Ａ 地域協働課

一般会計 多文化共生推進事業(施策3①再掲) (110,000) (7,920) (102,080) Ｂ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

合　　計 163,105,500 152,312,866 10,792,634
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基本事業の目的（意図）
地域振興会による地域課題解決のため協働の主体となる多様な団体への支援を行うとともに、すべての人が互いを認め、尊重し合う
社会を形成するため、男女共同参画意識の醸成に努めます。

令和4年度における
主な事業内容（活動内容）

【地域振興事業】
・地域振興会の会長で組織される「魚津市自治振興会連合会」と市との意見・情報交換等を役員会・定例会として14回行いました。
・自治振興会連合会で先進地視察研修を実施しました。（七尾市田鶴浜地区地域づくり協議会）
・拠点施設（公民館）の指定管理制度導入やコミュニティセンター化に向け、自治振興会連合会と協議を重ねました。
・地域住民自らの手で行う事業に対して交付する「まちづくり交付金」について、市内13地区の地域振興会に交付しました。
・令和３年度から指定管理者制度に移行した大町コミュニティセンター、片貝地域振興会へ、事務手続き等のサポートを行いました。
・令和４年度からコミュニティセンターとなった村木地域振興会へ事務手続き等のサポートを行いました。
・令和５年度から上野方公民館のコミュニティセンター化に向け地域と協議を行いました。
【まちづくりチャレンジ協働事業】
・誰もが主役のまちづくりを実現するため、従来の地域課題解決事業のほか、新たに市が公共的課題を設定し、市とともに協働して実施する「まちづく
りチャレンジ協働事業」を２団体が実施しました。
【男女共同参画推進事業】
・魚津市男女共同参画推進市民委員会会議を１回開催し、第４次男女共同参画プランの事業報告と情報交換を行いました。
・男女共同参画地域推進員による定例会・学習会を７回開催し、広報誌を１回発行しました。
・市民への男性の家事育児参加を促進することを目的とした「スイーツセミナー」や「家中ピカピカ大作戦」を実施しました。
・令和４年10月からの「産後パパ育休」制度に併せ、男性の育児休業取得率の向上を目的に「男性の育児休業取得促進補助金」を創設し、育児休業
取得者７名と事業所11社へ各５万円を交付しました。
【NPO・ボランティア団体促進事業】
・市内のNPO・ボランティア団体における情報の把握と共有に努めるとともに、魚津市ボランティア連絡協議会へ助言を行いました。

成果指標名 単位

実績値 目標値（上段）及び実績値（下段）

基 本 事 業 概 要 シ ー ト ②

施 策 № 1 施 策 名 市民参画・協働の推進

基本事業名 ②市民協働活動・男女共同参画の推進

37.0 40.0
40.0

27.8 27.7
公的な委員会、審議会等の
女性委員の比率

％ 27.7 27.9
28.0 31.0

令和元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度
７年度

（中間目標値）
12年度
（目標値）

34.0

2.1 2.1 2.1
2.2

1.9 1.9ボランティア団体・ＮＰＯ法人の
団体数の.人口割合

‰ 2.0 1.8
2.0 2.1

団体 85 76
85 85 85 85 85

85
77 77

１次評価結果

一般会計 魚津市表彰事業 719,340 685,330 34,010 -

基本事業を構成する事務事業の実績（○：評価対象事業（総合計画の主な事業など）　-：評価対象外事業）

№ 会計名 事務事業名
令和4年度

担当課
予算現額（円） 決 算 額（円） 予算残額（円）

地域協働課

一般会計 市民協働推進事業 534,000 378,739 155,261 Ａ 地域協働課

一般会計 NPO・ボランティア活動促進事業 13,000 0 13,000 Ａ

企画政策課

一般会計 男女共同参画推進事業 2,256,000 1,373,680 882,320 Ｂ 地域協働課

地域協働課

0

一般会計 コミュニティセンター管理費 39,909,500 39,390,100 519,400 Ａ

地域協働課

一般会計 住民自治・市民協働推進事業 3,510,000 2,800,837 709,163 Ｂ 地域協働課

一般会計 市民公募型提案事業 600,000 186,000 414,000 Ｂ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

合　　計 47,541,840 44,814,686 2,727,154

0

0
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基 本 事 業 概 要 シ ー ト ③

施 策 № 1 施 策 名 市民参画・協働の推進

基本事業名 ③人権の尊重と非核・平和

令和元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度
７年度

（中間目標値）
12年度
（目標値）

3

基本事業の目的（意図）
人権尊重の理念を普及啓発する活動や人権教育を推進するとともに、人類が恒久に平和であるよう非核・平和に対する意識向上を
図ります。

令和4年度における
主な事業内容（活動内容）

【非核・平和事業】
・市内小学校での「戦争と平和についてのおはなし会」の開催、市広報等による黙とうの呼びかけ、図書館において原爆のポスター展の
開催など、非核平和の重要性について市民への啓発を図りました。
【人権啓発事業】
・法務局、人権擁護委員及び魚津保護区保護司会と連携し、小学校での「人権教室」や「人権啓発講演会」の開催などを通じて、人権擁
護の啓発を図りました。
・「社会を明るくする運動」に取り組み、小学校等での啓発など、犯罪・非行のない安全・安心の社会づくり構築も含め、人権教育に努め
ました。

成果指標名 単位

実績値 目標値（上段）及び実績値（下段）

3 3
5

7 8
戦争と平和についての
お話会の開催回数

回 1 2
3 3

１次評価結果

一般会計 非核・平和事業 12,000 11,420 580 Ａ

基本事業を構成する事務事業の実績（○：評価対象事業（総合計画の主な事業など）　-：評価対象外事業）

№ 会計名 事務事業名
令和4年度

担当課
予算現額（円） 決 算 額（円） 予算残額（円）

0

0

企画政策課

一般会計 人権啓発事業 1,189,000 895,000 294,000 Ａ 市民課

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

合　　計 1,201,000 906,420 294,580

0

0



　（前年度末で残った課題、既に現年度で取り組んでいること、又は取り組むこととしている予定を記述）

【①市民参画の環境づくり】
◆魚津市本江地域交流センターの建設事業について、近隣住民に配慮し、協力を得ながら本江公民館の解体工事や外構工事を進めていきます。
◆（仮称）上野方地域複合施設の建設事業について、上野方地域振興会や魚津市社会福祉協議会と施設を拠点とした地域の活性化について協議を進
めてい行きます。
◆松倉地区の拠点施設整備について、その規模や機能を松倉自治振興会と協議していきます。
◆大町、上中島地区の小学校跡地の利活用に関して、引き続き、地域の関係者と協議していきます。
◆市民参画協働の推進のため、市民が魚津市自治基本条例をより身近に感じてもらえるよう、CATV等を活用し、条例の周知に努めます。

【②市民協働活動・男女共同参画の推進】
◆市民の自由な発想を活かした事業提案を行う「まちづくりチャレンジ事業」を令和５年度より、「ともにつくるまち促進事業」と「若者のまちづくり活動応援
事業」に組み替えて実施することにより、市民等と市が協働して地域課題の解決に向けて取り組む体制を整えます。
◆自治振興会連合会では、先進的事例を学ぶ視察研修を通じて、拠点施設（公民館・コミュニティセンター）の指定管理制度導入やコミュニティビジネス
への取組みなど、各地域振興会等における今後の方向性を検討していきます。
◆地区公民館のコミュニティセンター化について、魚津市自治振興会連合会及び魚津市公民館連合会の会員とコミュニティセンター及び公民館職員で
構成する魚津市コミュニティセンター化検討委員会を設置し、コミュニティセンター化へ向けた課題の整理に努め、地域と協議しながら、令和６年度からコ
ミュニティセンター化を目指します。
◆男女共同参画地域推進員の各種活動や「男性の育児休業取得促進補助金」の実施を通じ、市民へ男女共同参画の必要性、重要性の周知を行いま
す。
◆魚津市男女共同参画プランの事業展開及び指標を達成するため、「魚津市男女共同参画推進市民委員会」を開催して、現状の把握と実施状況を報
告していきます。

【③人権の尊重と非核・平和】
◆人権に関する相談は、DVやいじめといった関係部署との連携が欠かせない事例が多いため、今後も関係部署と情報共有を行い、支援体制強化に努
めます。
◆性の多様性について、富山県においても要綱を整備し行政サービスの提供を検討していることから、県の動向を注視し、必要な施策の整備を検討して
いきます。

　（成果水準が、ここ数年の間どのように推移しているか、近隣他市と比較してどうか、住民期待水準と比較してどうかなどを記述）

【①市民参画の環境づくり】
◆「審議会等の委員に対する公募委員の割合」は、1.5％（前年度比0.1％増）で、目標値を下回っています。
◆「まちづくりふれあい講座の実施回数」は、49回（前年度比２回増）実施されています。

【②市民協働活動・男女共同参画の推進】
◆「ボランティア団体・NPO法人登録数」は、前年度と同じ77団体となっており、目標値の85団体を下回っています。
◆「ボランティア団体・NPO法人の団体数の人口割合」は、1.9‰（前年度同数）で、目標値の2.0‰を下回っています。
◆「公的な委員会、審議会等の女性委員の比率」は、27.７％（前年度比0.1％減）で、目標値の28.0％を下回っています。

【③人権の尊重と非核・平和】
◆「戦争と平和についてのお話し会の開催回数」は、８回となっており、目標値の３回を上回っています。

２．施策の成果実績に結びついている主な取り組み（事務事業）の総括

　（令和4年度において、施策及び基本事業の成果向上に貢献した主な事務事業の取組み内容を中心に記述）

【①市民参画の環境づくり】
＜市民参画・協働推進事業＞
◆魚津市自治基本条例が目指す市民が主体となった自治の実現に向けての先進事例の紹介や今後の進め方についてのまちづくりフォーラムを開催し、市民と
市が協働のまちづくりを進める意識の醸成が図られました。
◆魚津市自治基本条例の検証・見直し検討の結果、条例の条文の見直しは行わず、条例の逐条解説書を社会情勢等に沿った内容に修正を行いました。
＜地域拠点整備事業＞
◆魚津市本江地域交流センター建設事業において、近隣住民や本江地区振興会と協議しながら、建築主体工事、機械設備工事を実施しました。
◆（仮称）上野方地域複合施設の整備に向け、社会福祉協議会や上野方地域振興会と協議を行いました。

【②市民協働活動・男女共同参画の推進】
＜地域振興事業（まちづくり交付金事業）＞
◆まちづくり交付金事業について、防犯灯LED化支援事業を廃止し、片貝川流域水循環遺産活用事業を加えるなどの見直しを図り、地域振興会の自主性と創
意工夫により活用できるように努めました。
◆新型コロナウイルス感染症拡大防止により、地域での各種イベントが中止となる中で、従来の運動会の代替事業として密を避けたウォークラリ―を実施するな
どコロナ禍でも地域で工夫した事業が行われました。
＜まちづくりチャレンジ協働事業＞
◆事業提案を行った２団を採択し、事業を実施した、ハピママプロジェクトは、母親の心身のケアを目的とした講座や自然を活かしたアクティビティ体験を実施し、
子育て中の母親が抱えている問題を共有し、参加した母親の心のケアに繋がりました。ミラージュアクアスロン実行委員会は、ミラージュランドで小中学生を対
象に水泳とランニングによるアクアスロンを開催し、県外から６名、市外から８名の選手が参加し交流人口の拡大に繋がりました。
＜男女共同参画推進事業＞
◆各種事業を開催することにより、市民の男女共同参画意識の高揚が図られました。
◆「男性の育児休業取得促進補助金」は、県の補助金と同様の補助要件を設定しており、「イクボス企業同盟とやま」に新たに4団体が登録を行い、全体で19団
体となりました。

【③人権の尊重と非核平和】
＜人権啓発事業＞
◆人権擁護委員による人権相談や啓発活動、保護司会を中心とした社会を明るくする運動などの活動を行うことにより、人権に対する意識啓発を促しました。
◆住民に広く人権尊重・人権意識の高揚を呼びかけるため、スマイリーキクチ氏を講師として人権啓発講演会（「インターネットと人とのかかわり～突然、僕は殺
人犯にされた～」）を開催しました。
◆性の多様性（LGBT)について理解を深めるために、専門家の講演とLGBTの当事者の体験談を聴く研修会を開催し、窓口職員を中心に18名が参加しました。

施 策 № 1 施 策 名 市民参画・協働の推進

令和4年度の評
価結果（基本事
業の成果を考

慮し記載）

１．施策（基本事業）の成果水準とその背景

３．施策の課題認識及び取り組み状況


